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はじめに

　神戸市立六甲アイランド高等学校自然科学研究部で

は，マリンパークという六甲アイランド南端の人工海

岸まで徒歩5分という立地条件を活用して，海辺の生

物に関する調査研究を実施してきた。マリンパークは

地盤沈下の影響もあり満潮時には海水が岸壁上まで

達することがあり，かさ上げ工事が実施されている。

2012年，自然科学研究部ではマリンパークの岸壁側面

に多数固着するタテジマイソギンチャクに注目した調

査研究を開始した。

　タテジマイソギンチャクは，1869年に香港や日本

で最初に報告されたイソギンチャクである（Verrill, 

1869; Uchida, 1932）。以来，日本各地，中国，インド

ネシア，ニュージーランド，ハワイ，アメリカ西海岸，

アメリカ東海岸，チリ，アルゼンチン，ブラジル，カ

ナリア諸島，イギリス，地中海沿岸，黒海など世界に

広く分布しているという報告がなされた（Dunn, 1982; 

Zabin et al., 2004; Häussermann et al.,  2015; Farrapeira 

et al.,2011; Preda et al.,  2012）。

　タテジマイソギンチャクは，体を縦方向に二分裂さ

せる方法と体の基部の小さなかけらを分裂させる方

法によりクローンを増やす無性生殖を行うほか，遺

伝的多様性を増すために有性生殖を行うことができ

る（Fukui 1986, 1991）。アメリカ西海岸では単一のク

ローンが50%を占める一方で，日本の三浦半島の個体

はほぼ全てが異なるクローンであり，水温などの環境

によって無性生殖と有性生殖の割合が変わってくるの

ではないかと推定されている（Ting et al., 2000）。東

京湾では少なくとも3種類のクローンが，浜名湖では

少なくとも4種類のクローンが報告されている。タテ

ジマイソギンチャクは長距離航路を移動する商業船の

船底に固着したり，バラスト水に混じったりして世

界各地に分布を広げている可能性が指摘されている

（Gollasch, 2002）。

　マリンパークでは干潮時に岸壁側面で多数のムラサ

キイガイが観察でき，大型の金具で削ぐようにムラサ

キイガイを採集することができる。その貝殻の上に，

タテジマイソギンチャクが固着している場合がある。

我々は，そのタテジマイソギンチャクを人工海水を用

いて実験室で飼育した。タテジマイソギンチャクはあ

る程度の汚染にも耐えられ，人工海水と簡易ろ過器が

あれば長期飼育が容易である。褐藻が共生しているた

め，ライトを照射することでより活性化できると考え，

室内の蛍光灯を消灯している間も1日14時間光を照射

した。水温は特に管理せず，室温のままであったが，

数ヶ月の長期飼育ができた。餌は冷凍アミエビを少量

与えた。アミエビを与えると活発に触手を動かし，口

の中に取り込む姿が見られたが，餌ではないラン藻の

塊を触手に当てても口の中に入らないように触手を動

かす様子が見られた。イソギンチャクは視力は発達し

ておらず，餌から出る物質によって餌かどうかを判断

しているものと推定できる。

　タテジマイソギンチャクの大きな特徴として，異な

るクローン間で闘争行動を行うことが知られている

（Fukui 1986）。異なるクローンが接近した場合，キャ

ッチ触手という透明で太い特殊な触手を長く伸ばし，

ゆっくり大きく動かして相手の方向をサーチするよう

な動きを示す。方向を察知した後は，キャッチ触手を

相手の体に押し当て，先端部を相手の体表面に残した

まま，その少し基部側で触手をキャッチ触手を切断し

て自分の体に戻す。相手の体表面に残った先端部から

は大量の刺胞が放出され，相手の体の広範囲に毒を与

えて個体全体を死滅させることもある。そのような激

しい闘争行動を行うことを知り，我々はマリンパーク

の個体と闘争行動を行う個体の探索を開始した。

採集方法

　タテジマイソギンチャクを採集しやすい場所の条件

は，容易かつ安全に潮間帯の岸壁に手が届く場所に限

られる。あまり波が強い場所ではあまり見られず，あ

兵庫県南部で採集したタテジマイソギンチャクの闘争行動

岡本　圭史

The aggressive behavior of Diadumene lineata distributed in southern Hyogo Prefecture

Keishi OKAMOTO

2021年10月9日受理



－6－

る程度波が緩やかな場所で見つけやすい。

　我々がよく採集を行った場所の一つ目が，六甲ライ

ナーの南魚崎駅の真下にある住吉川の河口である。当

該地点は浅瀬が広がっており，干潮時には底の石が露

出し足を水につけることなく移動することができる。

岸壁や消波ブロックに多数のカキが固着しており，そ

の上に固着しているタテジマイソギンチャクは，薬さ

じやヘラを用いて体を傷つけることなく貝殻ごと採集

することができる。浅瀬の小石に固着している個体も，

傷つけずに採集できるので狙い目である。

　二つ目の場所が，芦屋市の人工島である南芦屋浜に

運河を挟んで面する潮見町の岸壁である。阪神電鉄芦

屋駅から南に徒歩15分ほどの場所であり，波がおだや

かで，消波ブロックの上に多数のカキ殻があり，南魚

崎と同様にタテジマイソギンチャクの採集が容易であ

る。

　三つ目の場所が，JR須磨駅の正面に広がる須磨海岸

から海に向かって伸びる防波堤の岸壁側面である。こ

こもカキが多数分布しており採集は容易であった。

　四つ目の場所が，山陽電鉄的形駅から徒歩25分ほど

の場所であり，巨大な断崖を背に広がる姫路市の的形

海岸である。キャンプ場としても名高いこの自然海岸

のはずれの方に，岩が多数積み上げられた場所があり，

そこには多数のタテジマイソギンチャクが群生してい

る（図1）。ここにはあまりカキはいないため，体を傷

つけずに採集するために神経を使う必要がある。

闘争行動の観察

　マリンパーク，南魚崎，芦屋，須磨，姫路の5地点

の個体を実験室で飼育するとともに，闘争行動の観察

をスタートさせた。闘争行動を観察するために，飼育

に用いる水槽とは別の水槽を用意して，新しい人工海

水とともに，対象の2個体を入れて，接近させた状態

で行動を注意深く観察した。同じ地域由来の個体同士

の間では，キャッチ触手を延ばして探索行動を行う様

子はほとんど見られず，摂食触手（キャッチ触手以外

の多数の触手）の動きも穏やかで，相手を傷つけてい

る素振りは特になかった。姫路以外の4地点の中の2地

点の全ての組み合わせでも，同様の結果が得られた。

これらの結果は，同じ地域集団間では闘争行動を示さ

ないこと，そして，姫路以外の4地点が1つの地域集団

を形成していることを示唆している。

　一方，姫路以外の4地点と，姫路の組み合わせの実

験では，上記のタテジマイソギンチャクの動きとは大

きく異なった行動が見られた。体が大きく発達した個

体はキャッチ触手を長く伸ばし，探索行動を行った後

に相手の体に先端部を押しつける様子が見られた。体

が小さい個体はあまりキャッチ触手を伸ばす様子は見

られなかった。キャッチ触手以外の行動として，体の

大小にかかわらず，体全体を大きく曲げて相手の方に

摂食触手を近づけ，その後相手の体を素早く収縮させ

る様子が見られた。これは刺胞を放出して相手の体を

傷つけようとしているためと思われる。これらの行動

は，これまで報告されている闘争行動の典型的な動き

と一致している（図2）。

　以上の結果から，マリンパーク，南魚崎，芦屋，須磨，

姫路の5地点の中では，姫路のみが異なる地域集団に

属していることが示唆された。この結果を基に，地点

数を増やし，実験方法を改良してより闘争行動の自他

認識について追究した研究結果も別途報告を準備して

いる。

図1　的形で群生する個体

図2　芦屋個体(左)と姫路個体(右)の闘争行動の様子。姫
路個体が触手の激しい折りたたみを示す直前と直
後の1秒間の変化を，上下2枚の写真で示している。



－7－

研究のその後

　なお，本研究のきっかけになったマリンパークは，

護岸工事で数年前に嵩上げされて環境が変化してお

り，採集も海側に身を乗り出して落下の危険を負いな

がら行う必要があるため，途中から研究対象から外し

ている。

　私も神戸市立六甲アイランド高等学校から離れて今

は大阪で勤務しているが，改めて六甲アイランドとい

う生物資源・環境に恵まれた場で生徒とともに勤しん

だ日々が輝かしい思い出として脳裏に焼き付いている

（図3）。何気なく学校近くに生息するタテジマイソギ

ンチャクについて詳細に調べた結果，当初は予想もつ

かなかった奥深さに到達し，非常に痛快であった。本

研究は2015年に日本学生科学賞の全国選考で入選2等

を受賞した後も，しばらく継続して研究し，一定の成

果が見られた2017年に研究活動を概ね終了した。その

後論文を書く暇もなく時間が流れたが，一念発起して

研究結果をまとめて世に出すこととした。今回は研究

のきっかけから闘争行動の観察方法の確立に至るまで

の流れをまとめさせて頂いた。
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図3　2013年，生徒とともに大蔵海岸で採集を行ったと
きの様子。明石海峡大橋の絶景を背に，タテジマ
イソギンチャクの採集を行ったこの写真は良き思
い出である。
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